
●本誌に広告掲載をいただきました各社からのさらに詳しい情報ならびに資料請求をご希望の方は、
　下記ホームページ（各社 URL 記載）か本誌のホームページ「http://www.uni-w.com/fdi」をご覧下さい。

日本フォームサービス株式会社                    
https://www.forvice.co.jp/
ネットワークエレクトロニクスジャパン  
https://www.network-electronics.co.jp/
ノイトリック 
https://www.neutrik.co.jp/
ハーモニック 
https://harmonicinc.com/
パナソニック                   
https://panasonic.biz/sav
光パスコミュニケーションズ 
https://h-path.co.jp
ビジュアルテクノロジー 
https://www.v-t.co.jp/
ビデオ・テック 
https://www.videotech.co.jp/
ヒビノ 
https://www.hibino.co.jp/
ヒビノインターサウンド 
https://www.hibino-intersound.co.jp/
フォトロン 
https://www.photron.co.jp/
フォービット 
https://www.fourbit.co.jp/
富士フイルム 
https://www.fujifilm.co.jp/
ブラックマジックデザイン 
https://www.blackmagic-design.com/jp/
ブロードメディア・サービス 
https://www.bm-s.jp/
朋   栄                                                 
https://www.for-a.co.jp/
ニッキャビ  
https://www.niccabi.co.jp/
ミックスウェーブ 
https://www.mixwave.co.jp/
三　友 
https://www.mitomo.co.jp/
モガミ電線 表 3/ 表 4https://www.mogami.com/
ヤマハ 
https://proaudio.yamaha.co.jp/
リアルサウンドラボ・ジャパン                        
https://www.realsoundlab.jp/
リーダー電子                                             　　
https://www.leader.co.jp/
ローデ・シュワルツ・ジャパン                                    https://www.rohde-schwarz.co.jp/ja/

会社名 
掲載頁URL

アイディーエクス 
https://www.idx.tv/
アコースティックエンジニアリング 
https://www.acoustic-eng.co.jp/
アスク 
https://www.ask-corp.co.jp/
アストロデザイン 
https://www.astrodesign.co.jp/
アビッドテクノロジー 
https://www.avid.co.jp
ヴィデンダムプロダクションソリューションズ 
https://videndum-vps.jp/
池上通信機   
https://www.ikegami.co.jp/
伊藤忠ケーブルシステム 
https://www..itochu-cable.co.jp/
インフィニットシステムズ P.2-P.3https://www.infinite-s.com
ヴィレッジアイランド 
https://www.village-island.com/jp/
ウエスタン・デジタルコーポレーション（サンディスク）
https://shop.westerndigital.com/ja-jp/promotions/
sandisk-professional/product-launch
エーティコミュニケーションズ           

 P.22/P.25https://www.bizsat.jp/
ATV                

 https://www.atvcorporation.com/
SCA サウンドソリューションズ 
https://ss.sc-a.jp/
エヌジーシー 
https://www.ngc.co.jp/
NKL 
https://www.nkl. jp/
エムアイシー・アソシエイツ 
https://www.micassoc.co.jp/
エレクトリ 
https://www.electori.co.jp
オーディオテクニカ 
https://www.audio-technica.co.jp/
オタリ 

表 1 見開きhttps://www.otari.co.jp/
オタリテック 
https://www.otaritec.co.jp/
カナレ電気                  
https://www.canare.co.jp/
環境スペース 
https://www.soundzone.jp/

キヤノンマーケティングジャパン
https://canon.jp/
グラスバレー 
https://www.grassvalley.jp/
K-WILL 
https://www.kmw.co.jp/
計測技術研究所 
https://www.keisoku.co.jp/
コルグ 
https://www.korg.co.jp/
シンタックスジャパン 
https://www.synthax.jp/
西華産業 
https://www.seika-di.com/
ゼンハイザージャパン 
https://www.sennheiser.co.jp/
ソニービジネスソリューション 
https://www.sony.jp/pro/
ソリッド・ステート・ロジック・ジャパン P.4https://www.solid-state-logic.co.jp/
高橋建設 　  https://www.takahashi-kensetsu.co.jp
タックシステム 
https://www.tacsystem.com/
タムラ製作所 
https://www.tamura-ss.co.jp/
ティアック 
https://www.teac.co.jp/
ティーエムエス 
https://www.tmsmedia.co.jp/
TC グループ・ジャパン 　
https://www.tcgroup-japan.com/
ディーエスピージャパン 
https://www.dspj.co.jp
テクノハウス 
https://www.technohouse.co.jp/
東通インターナショナル                                   https://www.totsu-int.co.jp/  
東通産業                                 
https://www.totsu.co.jp/ 
日本映画テレビ技術協会           
https://www.jma.or.jp/dp
日本エレクトロニクスショー協会 
https://home.jesa.or.jp/
日本テクトロニクス 
https://www.tektronix.co.jp/
日本テックトラスト 
https://www.tech-trust.co.jp/
日本デジタル・プロセシング・システムズ 
https://www.dpsj.co.jp/

●3 月から 4 月の上旬にかけてしろいは
なをよく見かける。シロヤマブキは、春
にヤマブキの花に似た白いバラ科の落葉低
木。同じ時期に咲くヤマブキに似ているこ
とからそう呼ばれているが、黒い実をつけ
る。シロ花タンポポは、日本古来種である
が近畿より西で多く見られる。近年では関
東でも観ることができるので、我が家でも
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10 年くらい前から観ることができる。白
雪芥子は、可愛い名前だが、茎や根に毒性
があるという。中国名では血水草と呼び茎
を切ると、赤い血のような液が出る。白い
ジャーマンアイリスが咲き出した。（maru）

◆“AI”（Artificial Intelligence） は人工知能と
訳されている言葉であるが、もはやこの言葉を
耳にしない日がないくらい世間一般でも使用
されている。そして講演会や展示会などでも

“AI”をテーマにした数多くの催しが行われて
いる。現在でも我々は知らず知らずのうちに各
種の“AI”を駆使して日々生活を送っている訳
であるが、これにより従来は業務として人々が
行なって来たものが、悉く変化してきている。
解りやすい例として、「駅の改札口」や「高速道
路の入口」の係員である。そして、昨今聞いた話
では、生成AI ロボットを製造して月面の鉱物
資源を採取して地球に運ぶというような事ま
で考えられている時代である。そうなってくる
と、生成AI ロボットが生成AI ロボットを製造
して経済が成り立っていくSF 映画のような時
代になるわけで、生成AI ロボット側が人間は

不要な存在などと判断して駆逐されることも
懸念されることである。そう考えるとこれから
の人類は未知なる領域に突入している時代に
なりつつあるのではなかろうか。（T.S）

AIをテーマにした各所にて開かれる催しには、多数の来場者が訪れる


